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学 会 録 事
1．水産・海洋科学研究連絡協議会
　令和 4年度第 1回水産・海洋科学研究連絡協議会が 2022
年 6月 15日（水）15:00～ 17:00にオンライン（Zoom会議）
により行われ，小亀会長が出席した。各学会より活動報告が
あり，情報交換・意見交換を行った。

2．2022年度第 8回持ち回り評議員会
　第 8回持ち回り評議員会（2022年 6月 15日～ 6月 24日）
を開催した。日本分類学会連合からの「広島大学所蔵の学術
資料の保全に関する要望書」への賛同の可否を審議し，その
結果，国内評議員 15名のうち 10名からの回答があり，回答
者全員の賛成により承認された。

3．2022年度第 9回持ち回り評議員会
　第 9回持ち回り評議員会（2022年 6月 21日～ 7月 7日）
を開催し，次期会長候補者の推薦投票を行った。国内評議員
15名中 12名から投票があり，上位 5位までの 6名に学会事
務局から推薦の可否の確認を行ったところ，了承された方が
3名に達しなかった。その結果，今回の選挙では評議員会と
しての候補者の推薦を見送ることとなった。

4．2022年度第 10回持ち回り評議員会
　第 10回持ち回り評議員会（2022年 6月 25日～ 7月 5日）
を開催した。日本藻類学会会則第 3条第 4号と日本藻類学会
学会賞選考規程に基づき，学術賞（2022年 3月授与）を河野
重行氏に授与することの可否を審議し，その結果，国内評議
員 15名のうち 13名からの回答があり，回答者全員の賛成に
より承認された。

5．2022年度評議員会
　2022年 7月 30日（土）13:00～ 15:00にオンライン（Zoom
会議）により評議員会を行った。2022年度総会に提出する報
告事項・審議事項などに関して，審議を行った。内容に関し
ては，総会の項を参照されたい。

6．2022年度第 11回持ち回り評議員会
　第 11回持ち回り評議員会（2022年 8月 15日～ 8月 26日）
を開催した。自然史学会連合の「博物館法対する声明案およ
び要望案」に日本藻類学会として賛同することの可否につい
て審議し，その結果，国内評議員 15名のうち 12名からの回
答があり，回答者全員の賛成により承認された。

7．日本藻類学会次期会長および評議員選挙の結果
　次期会長・評議員選挙（任期：2023年 1月 1日～ 2024年
12月 31日）を 2022年 7月 25日から 8月 8日にかけて実施
し，2022年 8月 10日に北海道大学において，庶務幹事 阿部
剛史会員とともに，仲田崇志会員の立ち会いのもと開票を行っ
た。その結果に基き，各当選者の承諾を得て，以下の次期会
長および評議員が選出された。
［会長選挙］
　＊小亀 一弘　50票（当選）；神谷 充伸　12票（次点）

［評議員選挙］
　北海道地区（定員 1名）
　　市原 健介　5票（当選）；仲田 崇志　3票（次点） 
　東北地区（定員 1名）
　　 青木 優和　2票（当選）；桐原 慎二，桑田 晃，佐藤 陽一，
原 慶明　1票（次点）

　関東地区（定員 2名）
　　 北山 太樹　4票（当選）；羽生田 岳昭　4票（当選）；河
地 正伸，大田 修平，平川 泰久　3票（次点）

　東京地区（定員 2名）
　　 神谷 充伸　8票（当選）；＊嶌田 智　5票（当選）；鈴木 
秀和　4票（次点）

　中部地区（定員 2名）
　　 ＊倉島 彰　4票（当選）；＊芹澤 如比古　4票（当選）；佐
藤 晋也，吉川 伸哉　2票（次点）

　近畿地区（定員 2名）
　　 上井 進也　5票（当選）；宮下 英明　5票（当選）；石井 
健一郎　4票（次点）

　中国・四国地区（定員 2名）
　　 阿部 真比古　5票（当選）；＊島袋 寛盛　4票（当選）；
岡 直宏，加藤 亜記　3票（次点）

　九州地区（定員 2名）
　　 ＊寺田 竜太　5票（当選）；グレゴリー N. ニシハラ　2票
（当選）；桑野 和可　2票（次点）

　日本以外の地区（定員 1名）
　　 VIEIRA, Christophe　1票（当選）； 

ZUCCARELLO, Giuseppe C., ANDERSEN, Robert,  
NIELSEN, Ruth　1票（次点）

 （敬称略，＊は連続 2期目を示す）

8．2022年度日本藻類学会総会
　2022年 8月 20日（土）15:00～ 16:30にオンライン（Zoom
会議）により開催した。会長から挨拶があり，来年度の総会
は 3月の大会で行うようにするとの説明があった。その後，
議事に入った。
＜報告事項＞
■庶務関係
（1） 会員状況（2022年 2月の雑誌発送会員）：名誉会員 4名，

普通会員 492（国内・一般 383名，国内・学生 72名，
外国 37名），団体会員 44，賛助会員 6（会費を 2年滞納
した会員への雑誌発送を停止している。会則が改正され
（2021年 1月 1日施行），会費を 3年以上滞納したとき会
員資格を失うこととなっている。）

（2） 2021年度事業報告 : 1）日本藻類学会第 45回大会（オン
ライン東京，2021年 3月 15日～ 17日）：1日目は，3つ
のワークショップ，2日目は口頭発表（2会場），ポスター
発表（奇数番号・高校生），シンポジウムが行われ，3日
目は口頭発表（2会場），ポスター発表（偶数番号），授
賞式（学術賞，特別賞，研究奨励賞，論文賞，学生発表賞），
懇親会が行われた。2）日本藻類学会第 45回大会企画公
開シンポジウム「藻類研究：多様なアプローチ，見えて
きたこと，これから求められること」（2021年 3月 16日，
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オンライン）が行われた。3）藻類学ワークショップの
開催：Rを用いた藻類データの解析セミナー（初級コー
スおよび中級コース）（2021年 3月 15日（月）13:00～
16:30）がオンラインで実施された。4）学生発表賞の実
施：口頭発表（微細藻類の部，大型藻類の部），ポスター
発表（微細藻類の部，大型藻類の部）。2019年第 3回持
ち回り評議員会で決定された学生発表賞選考実施要領に
従い実施した。5）和文誌「藻類」69巻 1～ 3号の発行
（3，7，11月発行）。6）英文誌「Phycological Research」
69巻 1～ 4号の発行（1，4，7，10月発行）。7）英文誌
「Phycological Research」のWileyとの出版契約（2022年
～ 2026年）。8）評議員会：持ち回り評議員会の実施（9
回）および評議員会（オンライン，7月 4日（日）15:00
～ 17:00，Zoom 会議）の実施。9）総会の開催：2021年
8月 28日（土）15:00～ 16:30にオンライン（Zoom 会
議）により開催した。10）会計監事（2021年，2022年）
の選出：沖野龍文氏（北海道大学）および市原健介氏（北
海道大学）。11）AlgaeBaseのスポンサーとしてサポート。
12）日本藻類学会特別賞・岡村賞の授与（2021年 3月授
与）と募集，選考（2022年 3月与）。13）日本藻類学会
学術賞・山田賞の授与（2021年 3月授与）と募集，選考
（2022年 3月授与）。14）第 17回日本藻類学会研究奨励
賞の選考，授与と第 18回日本藻類学会研究奨励賞の募
集。15）第 24回日本藻類学会論文賞の授与と第 25回日
本藻類学会論文賞の選考。16）和文誌「藻類」の転載許可。
17）自然史学会連合の事業に参加。18）日本分類学会連
合の事業に参加。19）水産・海洋科学研究連絡協議会の
事業に参加。20）和文誌「藻類」バックナンバーの学会
HP上への掲載。21）学会HPによる情報配信。22）同
報メールによる情報配信。2022年 6月現在，237件が送
信先リストに登録されている。

■会計関係
（1） 2021年度会費納入率（2022年 2月 28日現在，雑誌発送

会員を対象：普通会員（国内・一般）102%，普通会員（国
内・学生）145%，外国会員 76%，団体会員 48%，賛助
会員 33%

（2） 一般会計決算等，その他の事項に関しては審議事項を参
照されたい。

■編集関係
（1） 2021年に発行した英文誌「Phycological Research」69巻

1～ 4号は，総頁数 260頁，掲載論文数 24編であった。
編集にかかった日数，投稿者の国名，受理となった論文
の割合，インパクトファクター（IF）の推移等（2021年
IFは 1.560）が報告された。論文投稿数が少ないことから，
論文投稿依頼の呼びかけがあった。

（2） 2021年に発行した和文誌「藻類」69巻 1～ 3号は，総
頁数 178頁，総説 1報，原著論文 2報，短報 1報，ミニ
レビュー 7報（藻類学最前線 5報，藻類と学名 2報），そ
の他の記事 11報（新任・退任の挨拶，参加記・開催記，
新刊紹介，博物館と藻類，藻類アート情報，遊藻子，追
悼文），学会関連記事［日本藻類学会第 45回大会プログ
ラム（東京 2021），学会賞，PR要旨，学会録事等］。こ
れらに関連して，前述の編集委員会の項も参照されたい。

＜審議事項＞
■会計関係
（1） 2021年度一般会計決算報告および同監査報告（会計監事：

沖野龍文 氏，市原健介 氏）があり，同決算について表 1
のとおり承認された。

（2） 2021年度山田幸男博士記念事業基金特別会計の決算報告
および同監査報告は，表 2のとおり承認された。

（3） 2021年度研究奨励賞事業基金特別会計の決算報告および
同監査報告は，表 3のとおり承認された。

（4） 2022年度一般会計，山田幸男博士記念事業基金特別会計
および研究奨励賞事業基金特別会計の予算は，表 4，表
5および表 6のとおり承認された。

■庶務関係
（1） 2022年度事業計画として以下の事項が承認された。1）

日本藻類学会第 46回大会－オンライン福井・2022－の
開催（2022年 3月 28日～ 30日）。2）日本藻類学会第
46回大会－オンライン福井・2022－でのシンポジウム
「藻類をめぐる様々な生物間インタラクション」の開催，
講演者：木村 圭（佐賀大・農），高木悠花（千葉大・理），
児玉有紀（島根大・生物資源），鏡味麻衣子（横浜国大・
環境情報）。3）藻類学ワークショップの開催：第 46回大
会に合わせて，4つのワークショップ（「画像解析」講師：
塩野克宏，「光合成解析」講師：嶋川銀河，「ゲノム編集」
講師：市原健介，「メタボローム解析」講師：羽野健志）
が行われた。4）学生発表賞の実施：口頭発表（微細藻類
の部，大型藻類の部），ポスター発表（微細藻類の部，大
型藻類の部）。5）評議員会（2022年 7月 30日：オンラ
イン）・総会（2022年 8月 20日：オンライン）の開催。6）
和文誌「藻類」70巻 1～ 3号の発行（3，7，11月発行）。
7）英文誌「Phycological Research」70巻 1～ 4号の発
行（1，4，7，10月発行）。8）藻類和名の整理に向けた
「藻類和名のワーキンググループ」の活動。9）日本藻類
学会 70周年記念事業の実施。10）日本藻類学会特別賞・
岡村賞の授与（2022年 3月），募集と選考（2023年 3月
授与）。11）日本藻類学会学術賞・山田賞の授与（2022
年 3月），募集と選考（2023年 3月授与）。12）第 18回
日本藻類学会研究奨励賞の選考，授与（2022年 3月）と
第 19回日本藻類学会研究奨励賞の募集と選考（2023年
3月授与）。13）第 25回日本藻類学会論文賞の授与（2022
年 3月）と第 26回日本藻類学会論文賞の選考（2023年
3月授与）。14）和文誌「藻類」の学会HP上での即時公
開。15）和文誌「藻類」の報文補足データをホームペー
ジ上で公開。16）和文誌「藻類」のDTPをイセブに外注。
17）AlgaeBaseのスポンサーとしてのサポート。18）自
然史学会連合の事業に参加。19）日本分類学会連合の事
業に参加。20）水産・海洋科学研究連絡協議会の事業に
参加。21）学会HPによる情報配信。22）同報メールに
よる情報配信。

（2） 日本藻類学会第 47回大会を北海道大学でオンラインで
2023年 3月 20日～ 22日に行うことが承認された。

9．学会ウェブサイトによる情報配信と記載内容の更新
　2022年 6月から 9月に掲載・更新した内容は次の通りです。
・日本藻類学会第 47回大会の開催について
・APPF2023開催のお知らせ
・和文誌 藻類 70巻 2号までの PDFファイルの公開
・特任研究員の公募情報
・学会賞の募集案内
・日本藻類学会創立 70周年特別寄稿集の案内
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表 1．2021年度一般会計決算（2021.1.1–2021.12.31）
収　入（円） 支　出（円）

会　費 5,044,000 和文誌経費 1,811,972
普通（国内・一般） 3,238,000 英文誌経費 5,420,000
普通（国内・学生） 400,000 編集費 39,336
外国会員 286,000 和文誌編集補助費 39,336
団体会員 1,000,000 英文誌編集補助費 0
賛助会員 120,000 庶務費 234,718

和文誌関係収入 256,760 事務用品費 16,550
定期購読 128,250 会議費 0
バックナンバー 6,750 通信印刷費 202,368
別刷・超過頁代 101,700 諸雑費 15,800
広告代 15,000 幹事旅費補助 0
著作権許諾料金 5,060 大会補助費 0

英文誌関係収入 2,377,139 自然史学会連合分担金 20,000
超過頁代 295,000 分類学会連合分担金 10,000
版権還付金 2,082,139 レンタルサーバー代 7,124

受取利息 41 AlgaeBaseへの寄付 50,000
その他 67,044 派遣旅費補助 0

託児費補助 0
小　計 7,744,984 小　計 7,593,150
前年度繰越金 12,110,885 次年度繰越金 12,262,719
合　計 19,855,869 合　計 19,855,869

表 4．2022年度一般会計予算（2022.1.1–2022.12.31）
収　入（円） 支　出（円）

会費 4,669,100 和文誌経費 1,900,000
普通（国内・一般） 3,048,800 英文誌経費 5,420,000
普通（国内・学生） 375,250 編集費 300,000
普通（外国） 255,550 和文誌編集補助費 100,000
団体会員 817,000 英文誌編集補助費 200,000
賛助会員 172,500 庶務費 340,000

和文誌関係収入 376,250 事務用品費 60,000
定期購読 150,000 会議費 0
バックナンバー 5,250 通信印刷費 260,000
別刷・超過頁代 100,000 諸雑費 20,000
広告代 120,000 幹事旅費補助 0
著作権許諾料金 1,000 大会補助費 0

英文誌関係収入 2,350,000 自然史学会連合分担金 20,000
超過頁代 250,000 分類学会連合分担金 10,000
版権還付金 2,100,000 レンタルサーバー代 7,500

受取利息 90 AlgaeBaseへの寄付 50,000
派遣旅費補助 0
託児費補助 0

小計 7,395,440 小計 8,047,500
前年度繰越金 12,262,719 次年度繰越金 11,610,659
合計 19,658,159 合計 19,658,159

表 2． 2021年度山田幸男博士記念事業特別基金会計決算 
（2021.1.1–2021.12.31）

収入（円） 支出（円）
前年度繰越金 2,016,573 記念品費 26,400
受取利息 14 各賞用雑費 11,522

次年度繰越金 1,978,665
合計 2,016,587 合計 2,016,587

表 5． 2022年度山田幸男博士記念事業特別基金会計予算 
（2022.1.1–2022.12.31）

収入（円） 支出（円）
受取利息 20 記念品費 30,000

各賞用雑費 15,000

前年度繰越金 1,978,665 次年度繰越金 1,933,685
合計 1,978,685 合計 1,978,685

表 3． 2021年度研究奨励賞事業特別基金会計決算 
（2021.1.1–2021.12.31）

収入（円） 支出（円）
前年度繰越金 1,642,596 奨励賞賞金 100,000
受取利息 12 振込手数料 880

次年度繰越金 1,541,728
合計 1,642,608 合計 1,642,608

表 6． 2022年度研究奨励賞事業特別基金会計予算 
（2022.1.1–2022.12.31）

収入（円） 支出（円）
受取利息 20 奨励賞賞金 200,000

振込手数料 2,000

前年度繰越金 1,541,728 次年度繰越金 1,339,748
合計 1,541,748 合計 1,541,748




